
















要約:岩手県の1990年度小、中および高校生、合計8,074名について小児成人病危険因子(肥

満度、血圧値、およびコレステロール値など)の調査を行った。これらの値は昨年に比し全

体的に増加傾向を示し、又、各危険因子間の相互関係をみると夫々関連性がみられ、しか

もその傾向は小、中、高校と年令の長ずるに従って顕著であった。 


